
 

                             入  札  公  告  

 

 地 方自 治法 施 行 令 （ 昭 和 ２２ 年 政 令 第１ ６ 号 。 以 下 「 令 」 とい う 。） 第１ ６７ 条 の ６の

規定 に基 づき 、 一 般 競 争 入 札に つ い て 次の と お り 公 告 す る 。  

 

  令 和５ 年 １ ０ 月 １ ６ 日  

                                       一般財団法人  茨 城 県 環 境保 全 事 業 団  理事長 

 

１   入札 対 象 工 事  

  (1) 工事 名   新 産 業 廃 棄 物 最終 処 分場  準 備 作 業 工 事 （ その ２ ）  

  (2) 工事 場 所  日 立 市 諏 訪 町  

  (3) 工事 概 要  裏 山 堆 積 場 伐 開工  Ａ＝ ３ １ ０ ０ ０ ｍ ２  

  (4) 工  期    契約日の翌日から令和６年３月３１日 

  (5)建設 工事 の種 類 （ 業 種 区 分） 土 木 一 式 工事  

２   競争 参 加 資 格  

    本工事の 入 札に 参 加 す る者 に 必 要 な 資 格 は、 次の と お り であ る 。  

  (1) 令第 １ ６ ７ 条 の ４ 第 １ 項 の規 定 に該 当 し て い な い 者 及 び同 条 第２ 項の 規定 に 基 づ く

  茨城 県の 入 札 参 加 の 制 限を 受 け て いな い 者 で あ る こ と 。  

  (2) 茨 城 県 建 設 工 事 入 札 参 加 資 格 審 査 要 項 （ 平 成 ７ 年 茨 城 県 告 示 第 ４ ７ ３ 号 ） に 基 づ き 、

  一般 競争 入 札 参 加 資 格 の認 定 を （ 単体 又 は 経 常 建 設 共 同 企業 体 ）と して 受け て い る者

  であ るこ と 。  

 (3) 土 木一 式 工 事 に つい て 、 令和 ５ ･６ 年 度 茨 城 県 建 設 工 事入 札 参加 資格 者名 簿 に 登 載

され た格 付け が Ａ 又 は Ｂ等 級 で あ る こ と。  

 (4) 茨 城県 内 に お い て、 国 、 地方 公 共 団 体 又は 特 殊 法人 が 発注 し た 法 面 工 事 の う ち、 平

成２ ５年 ４月 １ 日 か ら 令和 ５ 年 ３ 月 ３ １日 の 期 間 に 竣 工 し た 工事 を 元請 とし て施 工し

た実 績が ある こ と 。 （ 共同 企 業 体 の 構 成員 と し て の 実 績 は 、 出資 比 率が ２０ ％以 上の

場合 のも のに 限 る 。 ）  

 (5) 次 に掲 げ る 基 準 を満 た す 主任 技 術 者 を 対象 工 事 に配 置 でき る こ と 。 （ 専 任 で の配 置

を要 しな い。 ）  

  (ｱ)１ 級 土 木 施 工 管 理 技 士 の 資 格 を 有 す る等 、 土 木一 式 工 事 に つい て、 建設 業 法第 ２

６条 に規 定す る 主 任 技 術者 に な り 得 る 者で あ る こ と 。  

  (ｲ) 直接 的 か つ 恒 常的 な 雇 用関 係 が あ る 者で あ る こと 。  

  (ｳ) 競 争参 加資 格 の確 認 申 請時 に 、 建 設 業許 可に おけ る 営業 所 の専 任 技 術 者 で ある 場

合は 以下 の条 件 を 満 た す者 で あ る こ と 。  

・ 対 象 工 事 を 落 札 し た 場合 に契 約 を 締 結す る 営 業 所 に 属 す る 営業 所 の専 任技 術

者 で あ る こ と 。  

・ 工 事 箇 所 及 び 属 す る 営業 所が 茨 城 県 内で あ る こ と 。  

   な お、 営 業 所 の 専 任 技術 者 が 本 工事 の 配 置 予 定 技 術 者 とし て 申請 され た場 合 は 、本

工事 にお ける 現 場 の 職 務に 従 事 し な が ら実 質 的 に 営 業 所 の 職 務に も 従事 でき るこ と

を申 請者 が称 し た も の とみ な す 。  



 

  (ｴ) 競争 参 加 資 格 の 確 認申 請 時 に 、建 設 業 許 可 に お け る 建設 業 法施 行規 則（ 昭 和 ２４

年建 設省 令第 １ ４ 号 ） 第７ 条 第 １ 号 に 規定 す る 常 勤 役 員 等 及 び当 該 常勤 役員 等を 直

接に 補佐 する 者 （ 経 営 業務 の 管 理 責 任 者等 ） で あ っ て も 配 置 予定 技 術者 とし て認 め

る。  

  (ｵ) 現在 他 の 工 事 に 配 置さ れ て い る主 任 技 術 者 又 は 監 理 技術 者 若し くは 建設 業 法 第２

６条 第３ 項た だ し 書 に よる 監 理 技 術 者 の職 務 を 補 佐 す る 者 （ 以下 「 監理 技術 者補

佐」 とい う。 ） に あ っ ては 、 工 期 の 始 期日 か ら 配 置 で き る こ と。  

 (ｶ) 本 工事 に お け る 配 置 予定 技 術 者 を申 請 時 点 で 一 人 に 特 定で き ない 場合 は、 複 数

（３ 名ま で） の 者 を 配 置予 定 技 術 者 と する こ と が で き る 。 こ の場 合 、競 争参 加資 格

確認 資料 はす べ て の 配 置予 定 技 術 者 に つい て 提 出 す る も の と する 。 なお 、落 札者 は、

契約 時に １名 を 選 択 す るも の と す る 。  

  (ｷ)本 工 事 は 、 特 例 監 理 技 術 者 の 配 置 は 認め な い 。  

  (6) 茨城県高萩工事事務所管内に建 設 業 法 に 基づ く 主 たる 営 業 所 （ 本店 ） が あ る こ と。  

  (7) 会 社更生 法 （ 平 成 １ ４ 年 法 律 第 １ ５ ４ 号 ） に基 づき 更 生 手 続 開始 の申 立て が なさ れ

  てい る者 （ 以 下 「 更 生 会社 」 と い う。 ） 又 は 民 事 再 生 法 （平 成 １１ 年法 律第 ２ ２ ５号

  ）に 基づ き 再 生 手 続 き 開始 の 申 立 てが な さ れ て い る 者 （ 以下 「 再生 会社 」と い う 。）

  でな いこ と 。 （ 更 生 計 画の 認 可 が 決定 し た 後 又 は 再 生 計 画の 認 可決 定が 確定 し た 後に

  茨城 県知 事 が 一 般 競 争 入札 参 加 資 格の 再 認 定 を し た 者 を 除く 。 ）  

  (8) 入 札に参 加 し よ う と す る 者 が 、 競 争 参 加 資 格の 確認 の 申 請 を 行う 日か ら開 札 予定 日

  まで の期 間 に お い て 、 茨城 県 建 設 工事 等 請 負 業 者 指 名 停 止等 措 置要 領に 基づ く 指 名停

  止措 置を 受 け て い な い こと 。  

  (9)土木 一式 工事 に つ い て 、 建設 業 の 許 可 を受 け て いる こ と。  

(10)土木 一式 工 事 に つ い て 、契 約 締 結 日か ら １ 年 ７ 月 以 内 の 審査 基 準日 の経 営事 項 審 査

（ 建 設 業 法 第 ２ ７ 条 の ２ ３ 第 １ 項 に 定 め る も の を い う 。 ） を 受 け て い る 者 で あ る こ と 。  

３  競争 参 加 資 格 の 確 認 等  

  (1) 対象 工 事 の 入 札 参 加 を 希 望す る 者は 、 あ ら か じ め 競 争 参加 資 格確 認申 請書 （ 様 式 第

  ３号 。以 下 「 申 請 書 」 とい う 。 ） 、競 争 参 加 資 格 確 認 資 料（ 様 式第 ４号 。以 下 「 資  

  料」 とい う 。 ） 及 び 競 争参 加 資 格 の裏 付 資 料 各 １ 部 を （ 持参 又 は郵 送） によ り 提 出 し 、

  競争 参加 資 格 確 認 通 知 書（ 様 式 第 ６号 ） の 交 付 を 受 け な けれ ば なら ない 。  

２(5)に掲げる事項に該当する場合にあっては、すべての配置予定技術者について、申請書

等を作成のうえ、提出するものとする。 

   また、この工事の配置予定技術者が他の工事の配置予定技術者と重複する場合にあっては、

主任（監理）技術者重複申請調書を提出すること。 

    (ｱ) 申請 書 等 の 提 出 期 限 ・ 場 所                                    

      ・  令 和 ５ 年 １ ０月 ３ ０ 日（ 月） １ ６ 時必 着  

    （た だ し 、 郵 送 に よる 受 領 期 限は 令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ ７日 （ 金 ） （ 書 留郵 便に 限

る 。 ） ）     

   ・ 場 所  〒 316-0003 茨 城 県日 立 市 多 賀町 ２ 丁 目１ － ４ 多 賀 町カ シマ ビル １  

       一 般 財 団 法 人  茨 城 県 環境 保 全 事 業 団    

    ・電子メールアドレス seibi@ef-kasama.or.jp 



 

    (ｲ) 申請 書 、 資 料 の 作 成 説 明 会                                    

        実施し ない 。                                                

    (ｳ) 申請 書 、 資 料 の ヒ ア リ ン グ                                    

        実施し ない 。                                                

     (ｴ) 競 争 参加 資格 の確 認は 、 申 請 書の 申 請 日 現 在 で 行 い 、そ の 結 果 は、 競争 参 加 資 格

   確 認通 知 書 に よ り 、 原則 と し て ８日 以 内 （ 茨 城 県 の 休 日を 定 める 条例 （平 成 元 年茨

   城 県条 例 第 ７ 号 ） 第 １条 に 規 定 する 県 の 休 日 （ 以 下 「 休日 」 とい う。 ）を 除 く 。）

   に 回答 す る 。  

(ｵ) 競 争参 加 資 格の 裏 付 資 料と し て 、 下 記 の もの を提 出 す る こと 。 た だ し 、 競 争 参 加

 資 格要 件 と し て 付 さ れ て いな い 条 件 に係 る も の は 除 く 。  

 ・ 入札 に 参 加 し よ う と す る者 の 施 工 実績 が 確 認 で き る 資 料  

 ・ 配置 予 定 技 術 者 の 資 格 認定 証 明 書 の写 し  

   ・ 入札 に 参 加 し よ う とす る 者 と 配置 予 定 技 術 者 と の 雇 用関 係 が確 認で きる 資 料   

  （ 健 康 保 険 被 保 険 者証 等の 写 し ）  

    ＊健 康 保 険 被 保 険 者証 の 写 し はあ ら か じ め 被 保 険 者 記号 ・ 番号 の部 分に マ ス キン

グ を 施 し た 状 態 で 提 出 する こと 。  

   ・ 最新 の 経 営 規 模 等 評価 結 果 通 知書 ・ 総 合 評 定 値 通 知 書（ 建 設業 法第 ２７ 条 の ２７

第 １ 項 及 び 第 ２ ７ 条 の ２ ９ 第１ 項 に 基 づく 通 知 （ 建 設 業 法 施 行規 則 別記 様式 第２

５ 号 の １ ５ ） ） の 写 し  

     総合 評 定 値 の 請 求 をし て い な い者 に あ っ て は 、 最 新 の経 営 規模 等評 価結 果 通 知書

及 び 経 営 状 況 分 析 結 果 通 知 書（ 建 設 業 法第 ２ ７ 条 の ２ ５ 第 １ 項に 基 づく 通知 （建

設 業 法 施 行 規 則 別 記 様 式 第 ２５ 号 の １ ３） ） の 写 し  

  (2) 競争 参 加 資 格 が な い と 認 めら れ た者 は 、 そ の 理 由 に つ いて 、 説明 を求 める こ と が で

  きる 。た だ し 、 説 明 を 求め る 場 合 には 、 (1)(ｴ)の通 知 を 受け た 日の 翌日 から 起 算 して

  ７日 以内 （ 休 日 を 除 く 。） に 一 般 財団 法 人 茨 城 県 環 境 保 全事 業 団理 事長 に書 面 （ 様式

  は別 に定 め る 。 ） に よ り行 わ な け れば な ら な い 。  

  (3) 受付 日 時 ま で に 申 請 書 及 び資 料 を提 出 し な い 者 又 は 競 争参 加 資格 がな いと 認 め ら れ

  た者 は、 本 競 争 入 札 に 参加 で き な い。  

 (4)他の 工 事 を 落 札 し た こ と に よ り 申 請 し た配 置 予 定技 術 者 を 本 工事 に配 置で き なく な

った とき は、 競 争 参 加 資格 確 認 申 請 書 ・入 札 参 加 申 込 書 取 下 げ書 （ 以下 「取 下げ 書」

とい う。 ）を 開 札 日 時 まで に 提 出 す る こと 。 郵 送 に よ る 場 合 には 書 留郵 便に よる こ と 。

なお 、緊 急や む を 得 な いと 認 め ら れ る 場合 に は 担 当 部 局 に 電 話に よ り連 絡し 、取 下げ

書を ファ クシ ミ リ に よ り提 出 し た う え で、 速 や か に 書 面 を 郵 送す る こと 。た だし 、担

当部 局の 了解 を 得 た 場 合に 限 り 、 書 留 郵便 で は な く 、 電 子 メ ール （ 画像 ファ イル ）に

よる 提出 につ い て も 可 とす る 。  

（電 子メ ール の 受 信 可 能容 量 は １ ０ メ ガバ イ ト と な っ て い る ので 、 注意 する こ

と。 ）  

 

４   設計 図 書 の 閲 覧 等  

(1)  設計図書は次 に よ り 閲 覧に 供 す る。  



 

(ｱ)  エコ フロ ンテ ィ ア か さ まホ ー ム ペ ー ジ  

URL： エ コ フロ ン テ ィ ア か さ ま  (ef-kasama.or.jp) 

  (2)設計図書に対 する 質問 があ る 場 合 は、 会 社 名 、 担 当 者 名 、連 絡 先 を 記載 の上 、 簡 易 な

内容 確認 を 除 き 、 フ ァ ク シ ミリ 又 は 電 子 メ ー ル に よ り 行 う こ と。  

      回答は 、 書 面 又 は電 子 メ ール を もっ て 行 い 、  (1)の場 所で 閲 覧 に 供す る。  

    ・   質疑 受 付 時 間   

          令和５年 １０月１７日 ～令和５年 １０月 ２７日（ た だ し 、 休日 を除 く 。 ）  

    いず れ も ９ 時 か ら １６ 時 ま で （た だ し 、 正 午 か ら １ ３時 を 除く 。）  

    ・   書面 の 提 出 先       〒316-0003 日立市多賀町 2 丁目 1-4 多賀町カシマビル１ 

              茨城県環境保全事業団 整備課 一般競争入札係 

・   電 子メ ー ル ア ド レ ス  seibi@ef-kasama.or.jp 

  ・   回 答閲 覧期 間  

    令和５年 １０月 １７日 ～令和５年１１月 １７日 （た だ し、 休 日を 除 く 。 ）  

        いずれ も９ 時 （ 水曜 日 の み１ ０ 時 か ら ） か ら １ ６ 時 ま で（ た だ し 、正 午か ら １ ３

時を 除く 。 ）    

５   現場 説 明 会  

    実施しな い 。  

６   競争 入 札 執 行 の 日 時 及 び 場 所  

  (1)日時   令和５年 １１月 ２１日 （ 火）     １４時３ ０分 か ら   

(2)  場所   〒 309-1603 茨城 県 笠 間 市 福 田 １ ６ ５ 番 １  

    エコ フ ロ ン テ ィア か さ ま  管 理 棟 内 ２ 階 会 議 室  

７  予定 価格   

    ・    金 ２３ ， ５ ４ ０， ０ ０ ０ 円 （ 消 費税 及び 地 方 消 費税 を 含む 。 ）  

８  入札 方法 等  

(1) 入札に当たっては、下記の書類を提出すること。 

 ・入札書（茨城県建設工事執行規則（昭和４３年茨城県規則第６９号）様式第１号） 

 ・工事費内訳書（別に定める作成例に準じ作成するもの） 

 ・連絡担当者の名刺１枚 

・競 争参 加資 格 確 認 通 知書 の 写 し  

  (2) 入札 書 は 、 本 人 又 は 委 任 状の 交 付を 受 け た 代 理 人 が 持 参す る もの とし 、郵 送 又 は 電

子メ ール に よ る 入 札 は 認 め ない 。  

  (3) 入札 に 際 し て は 、 地 方 自 治法 （ 昭和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号） 、 私的 独占 の禁 止 及 び 公

  正取 引の 確 保 に 関 す る 法律 （ 昭 和 ２２ 年 法 律 第 ５ ４ 号 ） 等関 係 法令 を遵 守す る こ と。

 (4) 入 札に 当 た っ て は、 競 争 を制 限 す る 目 的で 入 札 参加 者 と入 札 価 格 等 に つ い て いか な

  る相 談も 行 わ ず 、 独 自 に入 札 価 格 を定 め な け れ ば な ら な い。 ま た、 落札 決定 前 に 、他

  の入 札参 加 者 に 対 し て 入札 価 格 を 意図 的 に 開 示 し て は な らな い 。  

 (5) 入 札参 加 者 が 連 合し 、 又 は不 誠 実 な 行 為を な す 等の 場 合に お い て 、 入 札 を 公 正に 執

  行す るこ と が で き な い と認 め ら れ ると き は 、 当 該 入 札 参 加者 を 入札 に参 加さ せ ず 、又

  は入 札の 執 行 を 延 期 し 、若 し く は とり や め る こ と が あ る 。  

  (6) 落札 決 定 に 当 た っ て は 、 入札 書 に記 載 さ れ た 金 額 に 当 該金 額 の１ ００ 分の １ ０ に 相



 

当す る金 額 を 加 算 し た 金 額 （当 該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ ると き は、 その 端数 金 額

を切 り捨 て た 金 額 ） を も っ て落 札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、消 費 税に 係る 課税 業 者

であ るか 免 税 業 者 で あ る か を問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額の １ １０ 分の １０ ０ に

相当 する 金 額 を 入 札 書 に 記 載す る こ と 。  

  (7) 提出 し た 入 札 書 の 引 き 換 え又 は 変更 は 認 め な い 。  

  (8) 入札 執 行 回 数 は 、 １ 回 と する 。  

  (9) 落札 者 は 、 予 定 価 格 の 制 限の 範 囲内 の 価 格 で 入 札 し た 者の う ち、 最低 の価 格 の 申  

  込者 とす る 。 た だ し 、 落札 者 と な るべ き 者 の 入 札 価 格 に よっ て は、 その 者に よ り 当該

  契約 の内 容 に 適 合 し た 履行 が さ れ ない お そ れ が あ る と 認 める と き、 又は その 者 と 契約

  を締 結す る こ と が 公 正 な取 引 の 秩 序を 乱 す こ と と な る お それ が あっ て著 しく 不 適 当で

  ある と認 め る と き は 、 その 者 を 落 札者 と せ ず 、 予 定 価 格 の制 限 の範 囲内 の価 格 を もっ

  て入 札し た 他 の 者 の う ち、 最 低 の 価格 を も っ て 入 札 し た 者を 落 札者 とす る。  

 (10)あ らか じ め 最 低 制 限 価格 を 設 定 して い る 場 合 は 、 最 低 制限 価 格を 下回 る価 格 を もっ

て申 込み をし た 者 に つ いて は 、 (9)に よら ず 落札 者と し な い 。  

(11) 落 札と な る べ き 同 額 の 入 札 を し た 者 が ２者 以 上 ある と き は 、 くじ によ り、 落 札者

を決 定す る。  

(12) 書 類提 出 後 に 入 札 を 希 望 し な い 場 合 に は、 辞 退 する こ と が で きる 。入 札を 辞 退す

ると きは 、入 札 執 行 日 前日 ま で に 辞 退 届を 郵 送 （ 書 留 郵 便 に 限る 。 ）又 は電 子メ ール

によ り提 出す る こ と 。 入札 執 行 日 当 日 、時 間 ま で 会 場 に い な い場 合 には 、入 札を 辞退

した もの とみ な す 。  

入札 を辞 退し た も の は 、こ れ を 理 由 と して 以 後 の 入 札 に お い て不 利 益な 取扱 いを 受

ける もの では な い 。  

９   入札 保 証 金  

    免除する 。  

10  工事費 内 訳 書 の 提 出  

  (1) 入 札 に 際 し 、 入 札 書 に 記 載 さ れ る 入 札 金 額 に 対 応 し た 工 事 費 内 訳 書 の 提 出 を 求 め る 。  

  (2) 工事 費 内 訳 書 の 様 式 は 別 に定 め る作 成 例 に 準 じ た も の とす る 。  

  (3) 提出 さ れ た 工 事 費 内 訳 書 は、 返 却し な い 。 ま た 、 引 換 え、 変 更又 は取 消し は 認 め な

  い。  

  (4) 工事 費 内 訳 書 の 提 出 は 、 契約 上 の権 利 義 務 を 生 じ る も ので は ない 。  

  (5) 談合 が あ る と 疑 う に 足 り る事 実 があ る と 判 断 さ れ る 場 合に は 、提 出さ れた 工 事 費 内

  訳書 を公 正 取 引 委 員 会 等に 提 出 す る。  

11  契約保 証 金  

    納付する 。 ただ し 、 利 付国 債 、 利 付 茨 城 県債 の提 供 又 は 金融 機 関等 の 保 証 を も って 契

 約 保証 金の 納 付 に 代 え る こと が で き る。 ま た 、 公 共 工 事 履 行保 証 証券 によ る保 証 を 付し

 又 は履 行保 証 保 険 契 約 の 締結 を 行 っ た場 合 は 、 契 約 保 証 金 の納 付 を免 除す る。  

12 調査 基準 価 格  

  設定 しな い 。  

13 最低 制限 価 格  

  設定 する 。  



 

14  請負契 約 書 作 成  

    建設工事 請 負契 約 書 （ 茨城 県 建 設 工 事 執 行規 則様 式 第 ２ 号） に より 、 契 約 書 を 作成 す

るも のと する 。  

15  支払条 件  

  (1) 前払 金  

     公共工 事 の前 払 金 保 証事 業 に 関 す る 法 律（ 昭和 ２ ７ 年 法律 第 １８ ４ 号 ） 第 ２ 条第 ４

  項に 規定 す る 保 証 事 業 会社 （ (2)にお い て「 保証 事 業 会 社 」 と いう 。） と前 払 金の 保  

    証契 約を 締 結 し た 場 合 は、 請 負 代 金の う ち 、 そ の ４ 割 で 計算 し た金 額以 内の 前 払 金を

    請求 でき る 。  

  (2) 中間 前 払 金  

   中 間前 払 金 の 認 定 を 受け 、 保 証 事業 会 社 と 中 間 前 払 金 の保 証 契約 を締 結し た 場 合 は 、

  請負 代金 の う ち 、 ２ 割 以内 の 中 間 前払 金 を 請 求 で き る 。  

 (3）部 分払  

   請 求で き る 。 た だ し 、回 数 は 協 議し て 定 め る 。  

  なお 、 (3)の 請 求 の 後 に 、 (2)の 請 求 は で き ない もの と する 。  

16  入札の 無 効  

  (1) 次の い ず れ か に 該 当 す る 場合 の 入札 は 、 無 効 と す る 。  

    (ｱ) 入札 に つ い て 不 正 の 行 為 が あ っ た 場 合  

    (ｲ) 入札 書 に 記 載 し た 金 額 そ の 他 必 要 事 項を 確 認 しが た い 場 合  

    (ｳ) 指定 の 入 札 日 時 ま で に 到 達 し な い 場 合  

    (ｴ) 入札 書 を ２ 通 以 上 提 出 し た 場 合  

    (ｵ) 他の 代 理 を 兼 ね 又 は ２ 人 以 上 の 代 理 をし た 場 合  

    (ｶ) 持参 の 場 合 は 、 代 理 人 が 委 任 状 を 持 参し な い 場合  

(ｷ) 工 事費 内 訳 書 の 提 出 が ない 場 合  

  (2) この 公 告 に お い て 示 し た 競争 参 加資 格 の な い 者 の し た 入札 、 申請 書又 は資 料 に 虚 偽

  の記 載を し た 者 の し た 入札 並 び に この 公 告 に お い て 示 し た入 札 に関 する 条件 に 違 反し

  た入 札は 無 効 と す る 。   

  (3) 競争 参 加 資 格 確 認 通 知 書 によ り 競争 参 加 資 格 が あ る と 認め ら れた 者で あっ て も 、 資

  格確 認の 日 か ら 開 札 予 定日 ま で の 間に 指 名 停 止 措 置 を 受 けた 者 のし た入 札は 無 効 とす

  る。  

  (4) 開札 時 点 に お い て ２ に 掲 げる 競 争参 加 資 格 の な い 者 の した 入 札は 、無 効と す る 。

(5)他の工 事 を 落札 し た こ と に よ り こ の工 事 に配 置 予 定と し て 申 請 した 技術 者を 配 置で

きな くな った 者 の し た 入 札 は無 効 と す る。  

17 火災 保険 付 保 の 要 否  

    否  

18 当該 工事 に 直 接 関 連 す る他 の 工 事 の請 負 契 約 を 当 該 工 事 の請 負 契約 の相 手方 と の 随意

 契 約に より 締 結 す る 予 定 の有 無  

  無  

19 そ の他  

  (1) 落札 決定 後 、 Ｃ Ｏ Ｒ ＩＮ Ｓ 等 に よ り 配 置 予 定技 術 者 の 専任 義 務 に 違 反 の事 実 が確 認



 

され た場 合 は 、 契 約 を 結 ば ない こ と が あ る 。  

 (2) 監理 技 術 者、 特 例 監 理 技 術 者 、 監理 技 術者 補佐 又 は 主 任 技 術 者（ 以下 「監 理 技術 者

等」 とい う。 ） の 途 中 交代 に つ い て は 、監 理 技 術 者 等 の 死 亡 、傷 病 、出 産、 育児 、介

護又 は退 職等 の 場 合 や 、受 注 者 の 責 に よら な い 契 約 事 項 の 変 更に 伴 う場 合、 工場 から

現地 へ工 事の 現 場 が 移 行す る 場 合 、 工 事工 程 上 技 術 者 の 交 代 が合 理 的な 場合 に認 め る 。  

    な お 、 監 理 技 術 者 等 を 変 更 す る 場 合 は 、 ２ (7)の 基準 を満 た し、 か つ 、 当 初 の配 置

予定 技術 者 と 同 等 以 上 の 者 を配 置 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、工 事 の継 続性 、品 質 確

保等 に支 障 を 生 じ さ せ な い 観点 か ら 、 交 代 の 時 期 は 工 程 上 一 定の 区 切り と認 めら れ る

時点 とす る こ と 、 工 事 の 規 模、 難 易 度 等 に 応 じ 一 定 期 間 重 複 して 工 事現 場に 配置 す る

など の措 置 を と る こ と 。  

  (3) 提出さ れ た 資 料 は 、 返却 し な い 。た だ し 、 公 表 し た り 、又 は 無断 で他 の目 的 に 使 用

する こと は し な い 。  

  (4) 申請書 又 は 資 料 に 虚 偽の 記 載 を した 場 合 に お い て は 、 指名 停 止措 置を 行う こ と が あ

  る。  

  (5) この工 事 は 、 建 設 工 事に 係 る 資 材の 再 資 源 化 等 に 関 す る法 律 （平 成１ ２年 法 律 第 １

  ０４ 号） に 基 づ き 、 分 別解 体 等 及 び特 定 建 設 資 材 廃 棄 物 の再 資 源化 等の 実施 が 義 務付

  けら れた 工 事 で あ る た め、 設 計 図 書等 に 記 載 さ れ た 処 理 方法 及 び処 理場 所等 を 参 考に

  した うえ で 入 札 す る こ と。  

   ま た 契約 に あ た り 、 分 別 解 体 等 の 方 法 、解 体 工 事に 要 す る 費 用、 再資 源化 等 をす る

ため の施 設の 名 称 及 び 所在 地 、 再 資 源 化に 要 す る 費 用 を 契 約 書に 記 載す る必 要が ある

こと から 、落 札 者 は 落 札決 定 後 に 発 注 者と 協 議 す る こ と 。  

(6)当該 工 事 の 落 札 者 は 、 そ の 後 同 日 に執 行 され る次 の工 事 の 入 札 には 参加 する こ とが で

きな い。 この 場 合 に お いて 、 既 に 提 出 され た 入 札 書 は 開 封 せ ず無 効 とし て取 り扱 うも

のと する 。  

  ・新 産業 廃 棄 物 最 終 処 分場  準 備 作業 工 事 （ そ の ３ ）  

 

 

 

  (6) 本工事 の 担 当 部 局 は 次の と お り であ り 、 不 明 の 点 に つ いて は 照会 する こと 。   

 

  一般財団法人 茨城県環境保全事業団 整備課   担当大 高  

                   電 話 0294-33-8731 

(7) 入札 に関 連 す る 様 式 等 につ い て は 、以 下 の ア ド レ ス よ り ダウ ン ロー ドす るこ と 。  

URL：  エ コ フ ロ ン テ ィ ア か さ ま  (ef-kasama.or.jp) 

  


